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研究結果
■発芽率

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

地球 宇宙

（％）



■茎長の変化
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■葉数の変化
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①三葉

■観察
②葉の色

③分枝数



写真1：人工気象器に入れて、
育成開始

写真2：観察、調査



考察
①宇宙に行ったミヤコグサの種子を実際に栽培で
きとても充実した時間が過ごせた。

②ブロッコリーのDNAの二重らせん構造を実際に
目で観察できてよかった。

③研究を通して、栽培法や調査法について知ること
ができた。

④調査中に変異個体の出現等もあり興奮した。

⑤発芽率やその他の生長では大きな変化がなかった。
⑥さや数では、大きな差は認められなかった。
⑦形状では、三つ葉、葉色、分枝数に変異個体が確認された。
⑧種子の形状に変異個体があった。



今後の課題
全国他地域とのデータの比較検討

②変化が見られた種子の遺伝子レベルでの解析

③採取した種子の反復実験

④全国の研究校が集まる全体報告会での発表


